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特定非営利活動法人
たんがく

”自分らしく生ききる”ための
保健師・看護師・理学療法士による

医療的ケア及び介護士による

生活支援のお手伝いをします。

〒830-0055 福岡県久留米市上津1丁目23－8
TEL 0942-65-9891

では

　『たんがくの家』では、家庭的な雰囲気の
中で安心して安全に毎日を過ごしていただ
くことを理念に、保健師・看護師・理学療法
士・介護士が365日24時間、その方の生き
方に寄り添い、地域で暮らすお手伝いをし
ます。
　お一人お一人の状態にあわせて地域の
医療機関や各関係機関と連携をとり支援
していきます。

その方らしく生きられることを支援

【個 室】
45,000円 または 48,000円

◆介護保険（1割）・医療保険の利用者負担分
(8,000円～12,000円／月）

◆日用雑貨（オムツ・その他）
※オムツ代 （平均5,000円～8,000円／月）

45,000円 (500円／1食）

10,000円

48,000円 (1,600円／日）

10,000円

【2人部屋】
22,000円 または 24,000円

敷 金 150,000円

※その他、お気軽にご相談ください。

ご不明な点は、
下記まで
ご遠慮なく
お問い合わせ
下さい。

絵／山中 太暉（8歳）

特定非営利活動法人

事務局たんがく

TEL 0942-65-9892

TEL 0942-65-9893

TEL 0942-65-9894

TEL 0942-65-9860

訪問看護ステーション  た  ん  が  く

ケアプランセンター  た  ん  が  く

ヘルパーステーション  た  ん  が  く

看護小規模多機能型居宅介護  “上   村   座”

〒830-0055 福岡県久留米市上津1丁目23－10
TEL 0942－65－9891  FAX 0942－65－9895

ホームページ  http://tangaku.jp

指定事業者番号 4062790193

指定事業者番号 4071604047

指定事業者番号 4071604062

指定事業者番号 4091600751

ホームホスピス

内
　
　
　
　
訳

居 室 費

食 　 費

水道・光熱費

生活支援費

管 理 費

毎
月
に
必
要
な
費
用

そ
の
他
に
負
担

い
た
だ
く
費
用

※「たんがくの家 離れ」は、居室費が【個室】40,000円、【2人部屋】20,000円です。
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　家の中では台所でごはんの準備をする音、
味噌汁の匂い、子どもの笑い声が響き、まるで
自分の家にいるような環境の中で、穏やかに
その方が自分らしく生ききるためのお手伝い
をします。

『自分らしく生ききる』ために

　専門家による安心・安全な環境を整え『なん
かここ、ほっとするよね』と言って頂けるサ
ービスを提供します。
　ここでは、地域の人々 や子ども達の声が響き、
お互いが支え合いながらできることを生きが
いに変え『あぁ、あんたがおってくれてよ
かった』とお互いの存在を認め合うコミュニ
ティづくりを目指します。人は、誰しも住み慣
れた地域で自分らしく、なじみの皆様と暖か
い家族に見守られながら穏やかに暮らしたい
と思っておられるのではないでしょうか？私
たちは、そんな当たり前の生活を実現してい
きます。

『生きる』を大切に支えあうコミュニティ

　その方がその方らしく生きた『たんがくの家』
での生きざまを物語にし、その方が亡くな
られた後、残された家族がその生きざまを誇
りとして語り、その物語の中にご自分たちの
存在が見つけられるようなお手伝いをします。

それぞれの『生きざま』を物語に

どんな人が利用できると？？どんな人が利用できると？？

家で看たかばってん、
腰の曲がったばあちゃん

しかおらん。
  若いもんは働きよるけん

看られん。

家内が一生懸命、寝た
きりのばあちゃんば看て
くれよる。ばってん、
もう無理のごたる。

認知症のじいちゃんば
看よるたい。
 心臓も悪かけん
不安たい。

がんの末期たい。でき
るだけ家で看たかばってん、
病状がひどなったら看き

らんごとなる。
畳の上で逝かせたか。

どうにか一人で
暮らしよる母ばってん、
いつ具合が悪くなるか

心配たい。

車椅子で
退院するたい。

息子が『東京においで』と
言うてくれるばってん
行こごとなか。
ばってん、一人じゃ
不安たい。

＊建築にあたっては、『日本財団』から助成を受けました。

昼間は仕事ばしよるけん、
家に一人おるばあちゃん
が気になるたい。

は


